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090-6658-7611（梁川）／090-3579-4537（坂本）

●お問い合わせ先
発行・責任者 編集・責任者

ホームページをリニューアルしました！
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予
て
か
ら
の
念
願
で
あ
っ

た
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。(

旧)

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
作
成

後
、か
な
り
の
年
月
が
経
過

し
て
お
り
、プ
ロ
に
制
作
頂

い
た
関
係
か
ら
更
新
情
報
に

つ
い
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
実
施

で
き
ず
、鮮
度
に
疑
問
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
と

掲
載
情
報
が
長
期
間
固
定
化

さ
れ
て
お
り
、掲
載
情
報
に

変
化
が
な
く
第
三
者
か
ら
す

る
と
飽
き
の
く
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
点
を
改
善

す
べ
く(

新)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
事
と

し
ま
し
た
。

改
善
点
と
し
て
は

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ソ
フ
ト

Z
ER
O

を
活
用
す
る
事
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
ス
キ
ル

の
な
い
人
で
も
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
可
能
と
な
る
。

②
写
真
等
を
都
度
、掲
載
す

る
事
で
イ
ベ
ン
ト
案
内
や
結

果
報
告
に
つ
い
て
、説
得
力

と
鮮
度
を
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
。

③
会
員
専
用
サ
イ
ト
を
作
成

し
た
事
で
、パ
ス
ワ
ー
ド
を

か
け
た
事
か
ら
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
を
強
化
し
た
。

掲
載
内
容
は
定
款
、会
員
間

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、運

営
会
議
事
録
、意
見
コ
メ
ン

ト
記
入
欄
等
を
設
け
ま
し
た
。

但
、当
ペ
ー
ジ
は
一
部
現
在

も
工
事
中
の
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、近
日
中
に
立
ち
上
げ

て
行
く
予
定
で
す
。

④
今
後
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
、ブ
ロ
グ
、ツ
イ
ッ

タ
ー
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

You Tube

等
、

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
の
リ
ン

ク
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
能
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
事
で
、会
に

と
っ
て
当
ツ
ー
ル
が
有
益
と

な
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、是
非
一
度

(

新)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン

ク
頂
き
、も
っ
と
こ
う
し
た

方
が
良
い
と
の
意
見
が
あ
れ

ば
、ア
ド
バ
イ
ス
を
期
待
し

て
い
ま
す
。一
部
未
完
成
の

ま
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ

改
良
の
余
地
は
沢
山
残
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、今

後
も
改
良
を
重
ね
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

梁
川　

貴
司

ホームページリンク先
http://ina-mina.com/index.html

家
の
近
く
で
畑
を
借
り
て
い
ま

す
。今
年
の
5
月
か
ら
の
使
用
開

始
で
し
た
。そ
れ
以
前
に
カ
ゴ
の

な
か
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
芽
を
だ
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
皮
を
大

き
く
厚
め
に
む
い
て
豆
腐
の
パ
ッ

ク
の
中
に
土
と
共
に
に
い
れ
て
お

き
ま
し
た
。5
月
に
な
っ
て
早
速
、

畑
に
植
え
付
け
ま
し
た
が
、そ
れ

を
見
て
い
た
畑
の
ベ
テ
ラ
ン
の
お

じ
さ
ん
が「
そ
ん
な
ん
で
イ
モ
が

で
き
る
の
？
植
え
る
の
が
早
い
か

遅
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
収
穫
時

期
は
同
じ
だ
よ
」と
の
こ
と
。な

る
ほ
ど
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
涼
し
い
地

方
の
作
物
な
の
で
気
温
が
29
℃

を
超
え
る
と
枯
れ
て
し
ま
う
の
で

す
。周
り
を
見
渡
す
と
す
で
に
30

㎝
に
生
長
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。こ
れ
で
無
事
に
育
つ
の

か
と
て
も
不
安
で
し
た
。し
か

し
、私
の
心
配
を
よ
そ
に
順
調
に

生
長
し
紫
色
の
可
憐
な
花
を
咲

か
せ
、や
が
て
枯
れ
て
い
き
ま
し

た
。掘
っ
て
み
る
と
子
ど
も
の
こ

ぶ
し
位
の
イ
モ
が
ざ
く
ざ
く
と
で

て
き
ま
し
た
。よ
く
が
ん
ば
っ
て

こ
こ
ま
で
大
き
く
な
っ
た
と
い
と

お
し
く
な
り
ま
し
た
。植
物
と
自

然
の
偉
大
さ
を
感
じ
た
時
で
も

あ
り
ま
し
た
。（
K
）

夏の風物詩、ホタルといえば黄緑色に点滅しながら

水辺を飛び回る姿が想像されるだろう。ゲンジボタ

ル、ヘイケボタル、ヒメホタルなどはそうして成虫が光りながら飛行、互いのパ－トナーを見つける。

　けれど、同じ時期に笹藪やススキの葉などに、小さく動きの少ない光の点が止まっていることに気

がつく人は少ないのではないか。この光は、実はクロマドボタルなどの幼虫が放つ光だ。

 クロマドボタルはヘイケボタルなどと異なり陸生のホタルで、水辺ではなく草むらなどで生息する。

　かつてはカタツムリなどの陸生の貝類のみを食べて成長すると思われていたが、最近の研究で貝

類以外にも、小昆虫を捕獲したりガの幼虫など動物の体液を吸ったり、草の汁や樹液をなめるなど

のさまざまな物から栄養をとることが確認されている。成虫になると、名前の由来となっている「窓」

が見える前胸と、幅広い上翅などをもった立派な姿に変態を果たす。しかし発光器はごく小さく、ま

た主に昼行生となるため殆ど光らない。

　それに対して幼虫は、ムカデの如き細長い体で飛ぶこともできず、もちろん生殖のためのパート

ナー探しも行わない。しかしそれにもかかわらず、その尾部先端の発光器はかなり離れた所からも

よく見える光を灯し続ける。

　なぜ光るのか、についてははっきりした ことはよく解らない。一つの考え方としては、光につられ

てやってくる小動物などを捕食するのに役立つのではないかと言われている。

　ともあれ、この幼虫は『土ボタル』『秋ボタル』などの別名を持ち、秋になっても（11月上旬）まだ見

られる。夏のホタルが見られなくなった夕暮れ時、笹藪や草むらで秋のホタルを探してみるもの良

い物かもしれない。（T.S）

※参照HP：「陸生ホタル生態研究会」http://r ikuseihotaru. jp/geppou010.pdf

秋の土ボタル
～生き物コラム～
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里山保全活動やオオタカ里山保全活動やオオタカ、サンショウウオサンショウウオの調査などの調査など、会員として一緒に活動しませんか？、会員として一緒に活動しませんか？
会員の皆様のお知り合いで、この方は是非当会で活動して欲しいという方がいましたら、お誘いをお願いします会員の皆様のお知り合いで、この方は是非当会で活動して欲しいという方がいましたら、お誘いをお願いします！
里山保全活動やオオタカ、サンショウウオの調査など、会員として一緒に活動しませんか？
会員の皆様のお知り合いで、この方は是非当会で活動して欲しいという方がいましたら、お誘いをお願いします！

普段、何かと忙しくて会活動にあまり参画できない！！　でも少しは会に貢献したい！！　そんな会員の方はおられませんか？　
達の会報を皆さんの力でもっと充実させませんか？　何でも結構ですので、記事の提供をお待ちしています＾＾　　　広報担当　坂本

◎活動結果
3/3(土) 日韓両生類シンポジウム/高幡不動　10時～16時30分　参加者1名

3/4(日) 総会・運営会/城山体験学習館14時～17時　参加者6名

3/18（日）大鷹観察会8時～12時　参加者2名

3/25（日）サンショウウオ観察会/八王子　参加者5名、他4名

3/29(木) 大鷹観察会8時～12時　参加者1名

4/4（水）大鷹観察会8時～12時　参加者1名

4/13（金）大鷹観察報告（都庁）　参加者1名

4/15（日）大鷹観察会　8時～12時  参加者2名

4/21(土) 大鷹観察会　8時～12時  参加者1名

4/28(土) 竹の子堀/南山　10時～13時　参加者35名

5/6(日) 大鷹観察会　8時～12時  参加者1名

5/20（日）バードウォッチング/南山　10時～12時　参加者30名

5/23（水）サンショウウオ観察会　10時～12時　参加者1名

5/28(月) 大鷹観察会　8時～12時  参加者1名

5/29（火）サンショウウオ観察会　10時～12時　参加者2名

6/1(金) 大鷹観察会　8時～12時  参加者1名

6/1（金）大鷹観察報告（都庁）　参加者1名

6/8（金）サンショウウオ観察会　10時～12時　参加者1名

6/24(日) 大鷹観察会　8時～12時  参加者1名

6/29（金）サンショウウオ観察会　10時～12時　参加者1名

7/5（木）サンショウウオ観察会　10時～12時　参加者1名

7/9(月) 大鷹観察会　8時～12時  参加者1名

7/14（土）サンショウウオ観察会　10時～12時　参加者1名

7/21(土) じゃが芋ほり　14時～15時　参加者2名

7/22(日) 奥畑谷戸下草刈　10時～16時　参加者18名

7/29(日) 大鷹観察会　8時～12時  参加者1名

8/18(土) 奥畑谷戸下草刈　10時～16時　参加者15名

8/27（月）大鷹観察報告（都庁）　参加者2名

●今後の活動予定
9/22(土) 奥畑谷戸下草刈　10時～16時　

9/29(土) 新百合ヶ丘・まちづくり見学会　10時～12時　

10/6(土) 木の実観察会/南山　10時～12時30分

10/20(土) 奥畑谷戸下草刈&デッキ作り　10時～16時

11/4(日) 芋ほり 午前中

11/17(土) 奥畑谷戸下草刈&デッキ作り　10時～16時

11/23(金) 自然保護シンポジウム　13時～17時

12/22(土) 奥畑谷戸下草刈&イベント　10時～16時

今後、会報で皆様へ3ヵ月前後の活動結果と活動予定を案内させて頂きます。活動だより

さる7月15日、第一回説明会を行いました。4日前の折込チラ

シ配布、前日の読売新聞に記事掲載等、直前での広報活動と

3連休のなか日で、いったい何名の方が来てくれるのだろうと

心配しましたが、当日は10組の方が参加してくれました。コン

セプトはほぼ了解してくれて、より具体的な質問が飛び交いま

した。第2回説明会は9月17日（月/祝）を予定しています。

場所：稲城市城山体験学習館　学習室　毎月第1日曜日　14時から運営会
入会申込先：ＮＰＯ南山の自然を守り育てる会　
事務局：梁川（やながわ）携帯090-6658-7611
メールアドレス　minamiyama@gmail.plala.or.jp

会報記事
提供のお願い

　8月18日（日）10：00、遠くで雷鳴が聞こえている中集合した。今回は駒沢女子
大の先生も交えて15名の参加でした。雷雨で荒れる天気予報で、出発予定時刻か
らポツポツと雨が降り始めた。遅れる参加者を待ちながら様子を見ていたが、雨が
ひどくなってくる模様なのでいったん組合事務所で雨宿りをすることにした。ペ
レットグリルヒーター「きりんさん」を組み立てて、実際に使ってみようということに
なり、屋外の屋根付休憩スペースに移動、実際に設置して火を着けてみた。ヒー
ターに乗せたヤカンで沸かしたお湯でコーヒーを入れ味わった。10分程度で沸く
ほどの火力があることが分かった。急遽ソーセージも用意し焼いてみた。アルミ
フォイルを敷き直接乗せた所では焦げてしまい、輻射熱を使える下の段に並べ焼
いた。皆さんここでも火力の強さが実感として分かった。
　雨も上がったので昼食は“見晴らしの丘”でとなり、残った参加者全員で登った。
今回は雨のため、肉体労働は中止したが、駒沢大学の先生を交えて、公園作りの今
後に付いて集まったみんなと話し合いをすることができました。課題の方が多い公
園作りですが、先ずはウッドデッキを作りながら試行錯誤で楽しみながら継続させ
ていくことで、少しづつ認知してもらいことが大切だと思います。次回は9月22日
（土）です。デッキの採寸作業と里山整備を行います。ぜひ参加願います！

第1回奥畑ヴィレッジ説明会を実施しました。

第2回奥畑ヴィレッジ説明会のお問い合わせは
坂本まで（090-3579-4537）

ペレットグリルヒーター「きりんさん」登場！ 雨上がりの現場で遅めのお昼を食べました。

使いながらつくろう奥畑谷戸公園　8月のご報告


